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ダイズ種子由来βーアミラーゼの迅速高度精製法

技術の特徴

◎ダイズ種子から抽出した粗酵素液から直接高純度のβーアミラーゼを収率良く精製する方法を提供する。
◎βーアミラーゼの基質結合領域の特異性を利用した親和性クロマトグラフィーである為、精製酵素は高純度を要求

する生化学仕様から食品産業への効率的利用までのどの分野へも対応出来る。
◎親和性クロマトグラフィーは半永久的に使用出来、その効率は変わらない。
◎組み換え技術により生産したβーアミラーゼの高度精製にも利用出来る。

技術の背景

◎ダイズ由来のβーアミラーゼは耐熱耐酸性に優れている為、マルトース含量８０％以上の製品製造の為に必須である。
◎高純度βーアミラーゼ標品をダイズ種子から迅速に収率良く且つ安全に調製することが、食品産業界で望まれていた。
◎従来の当該酵素の実用的精製法は、ＤＥＡＥなどのイオン交換クロマトグラフィー法を利用するものであるが、純度並
びに収率に問題があった。

特 許

☆βーアミラーゼの分離法
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☆βーアミラーゼをコードする二重鎖相補的ＤＮＡとこれを
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